
巻こうふ
腐

J滑

Soumu
楕円

Soumu
楕円



帽戯舶』

一
般
会
計
4
7
億
円

特
別
会
計
2
2
億
円

平
成
十
一
年
度
一
般
会
計
・
特
別
会
計
予
算
が

三
月
二
十
四
日
に
議
会
で
可
決
承
認
さ
れ
ま
し
た
。

総
額
」
ハ
十
九
億
二
千
二
百
十
二
万
円
　
（
対
前
年
比

二
十
一
、
六
％
増
）
　
の
予
算
。

そ
の
概
要
と
施
策
方
針
の
一
部
を
紹
介
し
ま
す
。

◎

凰埴』
目
前
に
せ
ま
る
地
方
分
権
と
第
三
次
総
合
計
画
に

基
づ
く
、
身
近
な
公
共
施
設
の
整
備
に
加
え
、
さ
ら

に
本
格
的
な
高
齢
化
社
会
を
迎
え
財
政
需
要
の
拡
大

が
見
込
ま
れ
ま
す
。
将
来
に
わ
た
る
、
厳
し
い
財
政

需
要
を
見
通
し
、
公
債
残
高
な
ど
後
世
に
負
担
を
残

さ
な
い
よ
う
健
全
財
政
の
堅
持
が
必
要
で
す
。

こ
の
た
め
、
国
・
県
か
ら
よ
り
有
利
な
財
政
支
援

を
受
け
、
限
ら
れ
た
財
源
を
有
効
配
分
し
、
最
小
の

経
費
で
最
大
の
効
果
を
目
指
し
て
、
積
極
的
な
予
算

を
編
成
い
た
し
ま
し
た
。

従
来
か
ら
の
ほ
場
整
備
・
農
林
道
整
備
な
ど
の
生

産
基
盤
整
備
の
ほ
か
、
道
路
・
上
下
水
道
な
ど
の
生

活
基
盤
整
備
事
業
を
継
続
し
、
主
に
次
の
よ
う
な
新

規
事
業
を
展
開
し
ま
す
。

介
護
保
険
が
、
平
成
十
二
年
四
月
か
ら
ス
タ
ー
ト

す
る
に
と
も
な
い
円
滑
な
導
入
に
向
け
て
介
護
保
険

対
策
室
を
設
置
し
、
受
け
入
れ
体
制
を
整
え
ま
す
。

ま
た
、
保
健
医
療
福
祉
の
拠
点
と
し
て
、
江
尾
駅
横

に
江
尾
診
療
所
を
併
設
し
た
、
総
合
健
康
福
祉
セ
ン

タ
ー
を
建
設
し
ま
す
。
そ
し
て
、
老
朽
化
し
た
甘
酒

茶
屋
を
改
築
し
、
奥
大
山
の
水
を
利
用
し
た
地
ビ
ー

ル
の
生
産
工
場
と
併
設
の
レ
ス
ト
ラ
ン
を
建
設
し
ま
す
。

●

◎

Soumu
四角形

Soumu
四角形

Soumu
四角形



一般会言十予算のヰ萬成

一 般 会 計 4 7 億 円 の 主 な 使 い 道 （単 位 万 円）

事　 業　 内　 容 予 算 額 事　 業　 内　 容 予 算額 事　 業　 内　 容 予 算額

◆議会費

100

◆民生費

3，000

土地利用図作成委託料 801

議会だより 国民健康保険特別会計繰出金 ほ場整備事業 （久連） 2，895

会議録調整委託料 87

180

ホームベルプ事業委託料 2，347 ふるさと農道整備 （俣野地区） 15，063

◆総務費 身体障害者施設入所委託料 2，00 1 団体営農道整備 （杉谷） 11，163

町報こうふ 老人保健特別会計繰出金 3，28 1
町行造林費 4，79 1

公共用地借地料 800 デイサービス事業委託料 3，780
林道箸建線開設工事

◆商工費

商工費

観光費

◆消防費

西部広域行政管理組合負

担金

◆教育費

6，550

情報処理委託料 1，192 老人ホーム入所委託料 8，125
3，954

1，169

7，208

地籍調査支援システム委託料 351

52，178

介護保険事業費 1，008

奥大山自然ふれあい促’

センター建設費

総合健康福祉センター整備費

◆衛生費

27，895

288過疎バス運行補助金 1，093 予防接種委託料

ちろりんハウス管理委託料 170 し尿処理費 3，338

スキーマラソン大会費 600

1，483

ゴミ処理費 7，830

2，039

小学校教育振興費 6，88 7
◆土木費 ◆農林水産業費 中学校教育振興費 4，0 10
除雪費 転作営農補助金 社会教育費 1，988
町道俣野富市線改良工事 13，573 野菜生産体制強化補助金 800 運動会園管理費 2，45 1

町道御机線改良工事 4，70 1 畜産基盤整備 16，458 学校給食費 2，246
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新
し
い
地
域
医
療
の
拠
点

鉄
筋
コ
ン
ク
リ
ー
ト
四
階
建

日
野
病
院
組
合
　
（
管
理
者
＝
日

野
町
長
）
　
は
、
日
野
病
院
組
合
議

会
な
ら
び
に
構
成
三
町
　
（
日
野
・

江
府
・
溝
口
）
　
議
会
の
同
意
の
も

と
に
、
積
極
的
に
国
、
県
等
の
関

係
機
関
に
財
源
確
保
な
ど
を
働
き

か
け
た
結
果
、
平
成
十
年
度
か
ら

十
二
年
度
の
三
か
年
事
業
で
、
移

転
新
築
工
事
を
実
施
す
る
こ
と
に

な
り
ま
し
た
。
そ
し
て
去
る
三
月

三
十
日
、
戸
田
・
フ
ィ
デ
ィ
ア
・

谷
口
共
同
企
業
体
代
表
者
　
戸
田

建
設
株
式
会
社
広
島
支
店
長
と
日

野
病
院
移
転
新
築
工
事
の
工
事
請

負
契
約
を
締
結
し
ま
し
た
。

契
約
金
額
は
、
二
三
億
六
、
二

五
〇
万
円
で
、
工
事
の
概
要
は
、

鉄
筋
コ
ン
ク
リ
ー
ト
造
四
階
建
で

建
築
面
積
が
三
、
六
〇
五
．
二
一
平

方
冒
、
延
床
面
積
が
八
、
二
四
七
．

一
六
平
方
㍍
（
一
階
三
、
四
〇
九
．

六
一
平
方
日
、
二
階
二
、
九
二
六
．

五
二
平
方
り
町
、
三
階
一
、
五
七
五
．

六
九
平
方
冒
、
四
階
二
九
五
．
〇

八
平
方
H
で
す
。

現
在
の
「
八
倍
の
広
さ

現
在
の
日
野
病
院
の
総
延
面
積

は
四
、
六
五
七
．
四
平
方
㍍
で
す
の

で
約
一
．
八
倍
に
な
り
ま
す
。
ま

た
現
在
の
病
院
は
病
床
一
床
当
た

り
三
五
．
八
平
方
吊
し
か
あ
り
ま

せ
ん
が
、
新
病
院
は
七
〇
．
五
平

方
H
に
な
り
、
広
く
な
り
ま
す
。

一
階
に
は
、
内
科
、
外
科
、
整

形
外
科
な
ど
の
診
療
科
や
救
急
処

置
室
、
人
間
ド
ッ
ク
専
用
診
察
室

や
検
査
室
、
放
射
線
室
、
薬
局
、

医
事
課
　
（
受
付
・
支
払
）
、
リ
ハ

ビ
リ
ル
ー
ム
、
厨
房
、
軽
食
喫
茶

売
店
、
機
械
室
等
を
配
置
し
て
い

ま
す
。二

階
に
は
、
管
理
部
門
　
（
管
理

者
室
、
院
長
室
、
会
議
室
、
医
局

等
）
　
と
、
訪
問
看
護
ス
テ
ー
シ
ョ

ン
、
手
術
室
、
中
央
材
料
室
、
人

工
透
析
室
、
及
び
病
棟
（
四
人
室

一
〇
室
、
個
室
二
二
室
、
特
別
室

一
室
、
集
中
治
療
室
三
ベ
ッ
ド
に

ナ
ー
ス
セ
ン
タ
ー
と
食
堂
・
デ
イ

ル
ー
ム
）
　
を
配
置
し
て
い
ま
す
。

病
床
数
一
一
七
床

新
病
院
で
は
、
手
術
室
は
二
室

を
設
置
し
、
一
室
は
ク
リ
ー
ン
ル

●

日野病院の完成予想図

4
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野

ー
ム
に
し
て
い
ま
す
。
病
室
は
、

個
室
と
四
人
室
と
し
、
一
床
当
た

り
六
．
四
平
方
日
を
確
保
し
病
床

数
は
一
一
七
床
で
す
。
ま
た
、
ナ

ー
ス
セ
ン
タ
ー
に
隣
接
し
て
集
中

治
療
室
用
に
三
ベ
ッ
ド
を
配
置
し

ま
す
。

郡
内
の
住
民
の
方
か
ら
の
要
望

が
強
い
人
工
透
析
も
実
施
す
る
予

定
で
す
。

三
階
に
は
、
病
棟
　
（
四
人
重
九

重
、
個
室
二
〇
室
、
特
別
室
一
室

集
中
治
療
室
三
ベ
ッ
ド
、
ナ
ー
ス

建
設
地
附
近
図

⑳

ス
テ
ー
シ
ョ
ン
と
食
堂
・
デ
イ
ル

ー
ム
）
　
を
配
置
し
て
い
ま
す
。
四

階
に
は
、
浴
室
を
設
け
て
い
ま
す
。

工
事
は
、
平
成
十
一
年
四
月
か

ら
着
手
し
て
、
平
成
十
二
年
九
月

に
完
成
の
予
定
で
す
。
こ
れ
と
平

行
し
て
、
平
成
十
一
年
度
か
ら
平

成
十
二
年
度
の
二
か
年
を
か
け
て

町
道
野
田
宮
ノ
前
線
の
改
良
工
事

（
病
院
の
進
入
用
道
路
）
を
整
備

す
る
予
定
で
す
。

⑥
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（敬称略）

お世話になります。平成11年度区長さん
本年度の区長さんを紹介します。役場と集落のパイプ役としてお世話

になりますが、よろしくお願いします。

集 落 名 世帯 数 名　　　　　 前 集 落 名 世 帯数 名　　　　　 前 集 落 名 世 帯数 名　　　　　 前

本 町 一 67 高　 山　 伊 瑳 雄 宮 市 原 16 見　 山　　　　 収 半 の 上 9 瀬　 島　 明　 正

本 町 二 23 建　 井　 雅　 美 助　 沢 18 加　 藤　 武　 夫 宮 の 前 6 土 井 垣　 史　 郎

本 町 三 22 岡　 本　 健　 二 下 蚊 屋 33 大　 森　 正　 文 武　 庫 3 2 梅　 林　 久　 臣

本 町 四 18 芦　 立　 喜　 男 笠 良 原 4 土　 橋　 洋　 二 新　 道 3 8 亀　 山　 博　 行

本 町 五 54 川　 端　 登 志 － 御　 机 42 伊　 達　 信　 夫 一　　 旦 11 遠　 藤　 秋　 徳

新 町 一 64 土　 井　　　　 浄 乗　 尾 9 加　 藤　 俊　 六 池 の 内 55 加　 藤　 誉　 正

新 町 二 28 上　 代　 賢　 人 美　 用 32 下　 垣　 書　 正 尾之上原 2 8 藤　 原　 昭　 仁

大　 浦 8 山　 口　 昌　 義 」、　 原 18 谷　 口　 一　 郎 日 の 詰 2 9 山　 中　 直　 美

小 江 尾 44 長　 尾　 顕　 次 杉　 谷 28 田　 本　 正　 三 深 山 口 7 下　 原　 弘　 道

久　 連 40 竹　 内　 敏　 朗 貝　　 田 4 5 森　 田　 広　 実 吉　 原 3 1 砂　 口　　　　 毅

佐　 川 79 清　 水　　　　 貝 下 安 井 34 久　 木　 育　 雄 西　 成 11 神　 庭　 利　 明

林　 原 3 1 白　 川　　　　 彰 洲 河 崎 4 1 影　 山　 孝　 光 袋　 原 13 新　 見　 一　 郎

宮　 市 29 森　　　　　　 智 荒　　 田 22 井　 田　 英　 夫 大 河 原 3 2 千　 藤　 博　 司

行政相談員に
安江久夫さん
（洲河崎）再任

安江さんは、このたび4月1

日付けで国務大臣総務庁長官か

ら行政相談委員を委嘱され、引

き続いて行政相談を担当される

ことになりました。任期は2年

間です。

今後も行政と皆さんのパイプ

役として、ご相談に応じられます。

行政に関する苦情、意見・要

望は行政相談委員へ…

お気軽にご相談ください。相談

は無料で秘密を守ります。

／〆′げへ・＼＼＼、

詳しくは役場総務課人権同和

対策室（℡75－2211）へお問

い合わせ下さい。

◎

師滑防国陪審A◎新風国見9
町
消
防
団
第
一
分
団
に
三
人
が
新
た

に
入
団
し
、
四
月
十
六
日
に
役
場
会

議
室
で
、
芦
立
団
長
か
ら
辞
令
が
手

渡
さ
れ
ま
し
た
。

入
団
さ
れ
た
方
は
次
の
方
々
で
す
。

森田　祐基
20歳　旦田

役
場
人
事
紹
介
（
四
月
一
日
付
）

（
　
）
　
は
、
前
任
職

▼
町
民
課
長
兼
評
価
係
長

（
町
民
課
長
）

小
澤
　
善
正

▼
福
祉
保
健
課
長
補
佐
兼
介
護
保

険
対
策
室
長
兼
福
祉
係
長

（
福
祉
保
健
課
長
補
佐
兼
福
祉
係
長
）

関
内
志
津
子

▼
福
祉
保
健
課
　
介
護
保
険
対
策

室
保
険
事
業
係
長

（
町
民
課
　
評
価
係
長
兼
税
務
係
）

山
川
　
浩
市

▼
福
祉
保
健
課
　
介
護
保
険
対
策

室
在
宅
支
援
係
長
兼
介
護
支
援

専
門
員

（
福
祉
保
険
課
　
健
康
対
策
係
長
）

藤
森
　
史
子

▼
福
祉
保
健
課
　
介
護
保
険
対
策

室
保
険
事
業
係

（
福
祉
保
健
課
　
福
祉
係
主
任
）

桑
原
　
　
巧

▼
福
祉
保
健
課
　
保
健
医
療
係

（
福
祉
保
健
課
　
健
康
対
策
係
）

石
原
由
美
子

▼
町
民
評
価
係
兼
税
務
係

（
福
祉
保
健
課
　
福
祉
係
主
任
）

松
原
　
俊
二

▼
総
務
課
付
　
鳥
取
県
総
務
部

町
村
振
興
へ
派
遣

松
井
　
英
樹

｛
新
　
　
採
　
　
用

▼
福
祉
保
健
課
保
健
医
療
係

中
村
美
奈
子

▼
産
業
振
興
課
開
発
係
兼
商
工
観
光
係

道
下
　
隆
志

琵
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金融機関制度が
飴まります

江
府
町
の
公
金
の
と
り
ま

と
め
を
す
る
指
定
金
融
機
関

に
山
陰
合
同
銀
行
が
決
ま
り

ま
し
た
。

指
定
金
融
機
関
制
度
に
つ

い
て
は
先
般
の
全
戸
配
布
の

チ
ラ
シ
で
も
お
知
ら
せ
し
ま

し
た
が
、
み
な
さ
ま
か
ら
の

お
問
い
合
わ
せ
の
あ
っ
た
次

の
質
問
に
お
答
え
し
ま
す
。

こ
の
新
し
い
制
度
に
町
民

の
皆
様
の
ご
理
解
と
ご
協
力

⑳

（
間
）
　
い
ま
、
な
ぜ
指
定
金
融
機
関
な
の
で
す
か
。

（
答
）
　
早
い
町
村
で
は
、
す
で
に
昭
和
三
十
九
年
頃

か
ら
こ
の
制
度
を
ス
タ
ー
ト
さ
せ
て
い
ま
す
。
近
年

地
方
分
権
が
叫
ば
れ
、
そ
れ
と
表
裏
一
体
で
あ
る
行

政
改
革
は
、
地
方
自
治
体
に
と
っ
て
必
須
の
行
政
課

題
と
な
り
ま
し
た
。
ス
リ
ム
に
し
て
機
動
性
に
富
ん

だ
行
財
政
の
運
営
が
求
め
ら
れ
て
い
ま
す
。
指
定
金

融
機
関
の
指
定
は
こ
の
行
政
改
革
の
大
き
な
柱
で
す
。

本
町
で
も
、
数
年
前
か
ら
こ
の
課
題
に
取
り
組
ん

で
ま
い
り
ま
し
た
が
、
部
内
の
事
務
電
算
化
が
進
み

議
会
当
局
の
ご
理
解
を
い
た
だ
き
今
回
の
指
定
を
決

定
し
ま
し
た
。

（
間
）
指
定
金
融
機
関
に
な
る
と
町
民
は
不
便
に
な

を
お
願
い
し
ま
す
。

る
の
で
は
な
い
で
し
ょ
う
か
。

（
答
）
　
町
民
の
方
は
現
金
以
外
の
収
納
方
法
（
口
座

振
替
収
納
・
有
価
証
券
）
　
が
と
れ
る
よ
う
に
な
り
ま

す
し
、
支
払
方
法
も
　
（
口
座
振
替
私
等
）
多
様
化
さ
れ
大
変
便

利
に
な
り
ま
す
。

（
間
）
町
民
か
ら
払
込
む
税
金
等
や
町
か
ら
受
け
取
る
支
出
金
は
、

山
陰
合
同
銀
行
一
社
で
は
不
便
に
な
る
の
で
は
な
い
で
し
ょ
う
か
。

（
答
）
　
従
来
ど
お
り
銀
行
な
り
農
協
へ
支
払
っ
て
い
た
だ
い
て

も
よ
い
し
、
自
分
の
口
座
か
ら
振
り
替
え
る
こ
と
が
で
き
る
よ

う
に
な
り
ま
す
。
ま
た
町
の
公
金
を
受
取
る
場
合
、
収
入
役
の

振
出
し
た
小
切
手
や
支
払
通
知
書
で
受
け
と
る
こ
と
も
で
き
ま

す
し
、
自
分
の
好
き
な
口
座
へ
振
替
え
受
取
る
こ
と
も
で
き
、

自
分
の
選
択
で
こ
れ
ま
で
以
上
に
便
利
に
な
り
ま
す
。

（
間
）
県
下
の
指
定
状
況
は
ど
の
よ
う
に
な
っ
て
い
ま
す
か
。

（
答
）
鳥
取
県
は
四
市
三
十
五
町
村
の
う
ち
未
指
定
が
二
十
町
村
、

山
陰
合
同
銀
行
十
五
町
村
、
鳥
取
銀
行
三
市
町
、
鳥
取
西
部
農

協
一
町
と
な
っ
て
い
ま
す
。

（
間
）
　
い
つ
か
ら
実
施
す
る
の
で
す
か
。

（
答
）
　
こ
れ
か
ら
指
定
金
融
機
関
と
指
定
代
理
等
の
協
議
を
し

そ
の
後
契
約
の
締
結
、
公
金
事
務
取
扱
要
領
の
制
定
な
ど
諸
準

備
が
と
と
の
え
ば
、
十
月
一
日
か
ら
実
施
の
予
定
で
す
。

⑦

慧

大
山
山
系
の
流
域
の
自
治
体
が

力
を
あ
わ
せ
て
森
林
資
源
を
守
り

な
が
ら
そ
の
有
効
活
用
を
図
ろ
う

と
　
「
流
域
林
業
推
進
モ
デ
ル
地

区
」
　
の
認
定
を
こ
の
ほ
ど
鳥
取
県

に
申
請
し
ま
し
た
。

共
同
申
請
し
た
の
は
、
中
山

町
・
名
和
町
．
大
山
町
・
岸
本

町
・
会
見
町
・
西
伯
町
・
日
南

町
・
日
野
町
・
溝
口
町
・
江
府
町

の
十
町
で
す
。

関
係
自
治
体
内
の
森
林
の
ほ
と

ん
ど
が
標
準
伐
期
令
未
満
で
間
伐

な
ど
の
保
育
施
業
が
急
務
で
あ
り

森
林
全
体
が
崩
壊
の
危
機
に
さ
ら▲間伐を待つ荒れた山林

さ
れ
て
い
ま
す
。
木
材
生
産
も
依

然
と
し
て
低
迷
す
る
な
か
で
し
か

も
加
工
は
、
岡
山
県
等
県
外
で
行

わ
れ
て
い
ま
す
。

こ
の
た
め
、
計
画
に
よ
る
と
平

成
十
一
年
か
ら
十
五
年
ま
で
の
五

か
年
間
に
、
お
よ
そ
七
十
億
円
を

投
資
し
、
木
材
生
産
を
七
万
五
千

立
方
㍍
か
ら
十
万
立
方
り
町
に
増
産

し
、
流
域
全
体
の
林
業
に
よ
る
活

性
化
と
集
落
排
水
な
ど
の
住
環
境

整
備
に
よ
る
定
住
化
を
促
進
し
よ

う
と
す
る
も
の
で
す
。

そ
の
う
ち
、
江
府
町
で
は
林
道

整
備
事
業
・
集
落
排
水
事
業
を
掲

げ
て
い
ま
す
。
清
ら
か
な
水
や
緑

豊
か
な
森
林
の
保
護
に
は
、
単
独

町
村
で
は
も
は
や
対
応
し
き
れ
な

く
な
っ
て
い
ま
す
。
こ
れ
か
ら
は

上
流
域
・
下
流
域
の
自
治
体
が
河

川
を
核
と
し
、
一
体
と
な
っ
て
取

り
組
ん
で
い
く
必
要
が
あ
り
ま
す
。

【
江
府
町
】

林
道
開
設
　
　
二
路
線

集
落
排
水
　
一
施
設

Soumu
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●

すぼらしい観光資源に恵まれた大山山麓。大山が望める18市町村の

魅力を、この地域を訪れる観光客へガイドをしながら伝えたり、観

光施設などでのお手伝いをしてくださる方を募集しています。

①観光客への観光ガイド（歴史・文化財解説・自然解説

など）

②観光施設等での応援活動（観光施設や観光案内所での

お手伝い）
応募要領
応募資格（む大山山麓地域内（米子市・境港市・西伯町・会見町

岸本町・日吉津村・淀江町・大山町・名和町・中山
町・日南町・日野町・江府：町・溝口町・関金町・大
栄町・東伯町・赤崎町）に在住している方。

（診心身共に健康で、活動ができる方。
（卦年齢満18歳以上（高校生を除く）で、性別不問。
（初この地域に対して愛着と誇りを有し、活動に熱意のあ

る方。
⑤団体での応募も受け付けます。

応募方法　応募用紙は役場産業振興課（℡75－3222）にあります
ので、必要事項を記入して提出してください。

募集期間　平成11年6月30日（水）まで
問い合わせ先　〒683－8686　米子市加茂町1丁目1　米子市観光課内

大山山麓リゾート・観光推進協議会事務局「観光ボラン
ティア」係
T E LO859－23－5213　F AXO【氾9－23－5212

応募者には基礎研修会を受講してい

ただいた後、「観光ボランティア」

として登録します。

ガイド応募者は専門研修会終了後、

「観光ボランティアガイド」として

認定登録します。

原則、1年間登録します。（平成12

年3月未まで）

（D観光ガイドの場合…観光客などの

要請により、事務局で審査し、適当

と認めた場合、対象者に連絡し希望

コースを案内します。

②その他応援の場合…事務局あるい

は地元観光協会を通じて協力を依頼

します。

農地相談会
農業委員会では、下記のとおり農

地相談を行います。

農地の売買・貸借・相続・贈与・

地目変更・転用など農地に関するこ

とで日頃困っておられることや疑問

に思われることがありましたら、気

軽にご相談下さい。農業委員が交替

で相談に応じます。

相談日　平成11年5月31日（月）

相談時間　午後1時30分～午後4時

相談場所　江府町役場東庁舎小会議室

食談筏琴育め チャレンジ・；蓼捧シ
わしのから揚げ≡

魚のくきみを牛乳が吸収して魚ざらいの人で
もおいしくいただけます。いわしやサバなどに
はDHAなどの動脈硬化予防成分が含まれてい
ます。

〔材料〕5人分
●いわし…………………5尾

●薄力粉…………………適宜

●木の芽…………………5枚

●水……………………100cc

●牛乳…………………200cc

●さとう……………大さじ2

●みりん……………大さじ2

●しょうゆ…………大さじ2

●油………………………適宜

エネルギー………264Kacl

カルシウム……………84mg

塩分…………………1．5g

二一二∴‘－’

0いわしは頭、内臓を取り、水洗いを
して牛乳100ccに漬けておき、臭みを
除く。水気を切って小麦粉をまぶし、

180℃の油で揚げる。
◎鍋に水と調味料と牛乳を入れ煮立て、

0のいわしを入れ、味がしみ込むま
で煮る。

◎木の芽を飾って盛り付ける。

提供　江府町食生活改善推進協議会

◎

法務局が登記相談所
を開設します。

法務局では、根雨出張所（登記

所）の統合に伴い、下記のとおり

登記相談所を開設して登記に関す

る相談に応じますのでお気軽にお

越しください。

●場　所　日野町山村開発センター

（日野町根雨130－1）

■日　時　毎月第2木曜日

午前9時から正午まで

午後1時から午後4時

まで

■相談員　地元司法書士

Soumu
四角形
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県内企業への就職を希望しているみなさんへ
鳥取県では、来春大学等を卒業予定の方、県外企業に就職

をしていて、Uターン就職希望している方、県内に在住して

いて就職を希望している方などを対象に、県内企業が多数参

加の下で、面接・相談を行う「平成11年度ふるさと鳥取就職

面接会」を開催しますので、お気軽にご参加ください。
【県　外】

○大阪会場　　平成11年5月26日（水）12：30～16：00

ホテルアウイーナ大阪■（大阪市天王寺区
石ヶ辻町19－12

0東京会場　　平成11年5月27日（木）12：00～15：00

中野サンプラザ（中野区中野4－1－1）

○広島会場　平成11年6月3日（木）13：00～16：00

八丁堀シャンテ（広島市中区八丁堀8－28）
【県　内】

○米子会場　　平成11年8月4日（水）13：30～16：00

ホテルわこう（米子市東福原2－1－1）
問い合わせ先　　　鳥取県職業安定課　℡0857－26－7230

r¶L T　「　′「h rヽ　－1

」L⊥　▼」L　ヽ＿．′」Lヽ」⊥γ

お　如

酔匝朗
鳥取県警察では、深刻化する少年非行に

歯止めをかけるため平成11年4月1日から、

「少年サポートセンター」を開設しました。

少年サポートセンターの役割

少年が非行を行う前の問題行動の段階から、

少年を正しい方向に導いていくための助言

指導等を行うことが主な役割です。

少年問題に関する相談は

鳥取市東町1丁目220

鳥取県議会棟1階　少年サポートセンター

℡0857－22－1574

平成11年国家公務員採用試験のお知らせ

★人事院では、Ⅰ種・Ⅱ種試験などの大学卒業程度6種類、
Ⅲ種試験などの高校卒業程度8種類（9回）の国家公務員採
用試験を実施します。
資料請求ご希望の方は、270円分の切手を貼った宛先明記の

返信用封筒（角形2号）を同封の上、人事院中国事務局へご
請求下さい。詳しくは、人事院中国事務局へお問い合わせく
ださい。

●大学卒業程度

【聞合わせ先】

人事院中国事務局第二課試験係
広島市中区上八丁堀6－30
広島合同庁舎2号館7階
（電話 （082）228－1183）

試　　 験　　 名 受　　　　 験　　　　 資　　　　 格 受　 付　 期　 間
〔申込用紙等配布開始〕

第 1 次
試　 験　 日

国家公務員 Ⅰ種 昭和41．4．2～昭和53．4．1生まれの者 4月2日（金）～5月13日（木）
〔監禁 諾瓢 古語 、します。〕

5月6日（木）～5月13日（木）

〔3月23日（火）〕

6月13日（日）

国　税　 専　 門　 官 昭和47．4．2～昭和53．4．1生まれの者 6月19日（土）

・20日（日）労働基準監督官 昭和45．4．2～昭和53．4．1生まれの者
国家公務員 Ⅱ種 鞘 聖等戯 れの者

（イ）（ア）と同等の者

7月4日（日）
法　 務　 教　 官 6月19日（日）
航　 空　管　 制　 官 8月16日（月）～8月30日（月）　「6月23日（永日 9月26日（日）

●高校卒業程度

試　　　 験　　　 名 受　　　　 験　　　　 資　　　　 格
受　 付　 期　 間

〔申込用紙等配布開始】

第 1 次

試 験 日

国　家 公 務 貞　 Ⅲ　種
行政等 昭和53．4．2～昭和57．4．1生まれの者

郵政 昭和49．4．2～昭和57．4．1生まれの者
税務 昭和別．4．2～昭和57．4．1生まれの者

6月23日（水）～6月30日（水）

〔5月17日（月）〕
9 月5 日（日）

刑　　　　 務　　　　 官 昭和45．4 ．2 ～昭和57．4．1生まれの者

8月16日（月）～8月30日（月）

〔6月23日（木）〕

10月3 日（日）

入　 国　 警　 備　 官
昭和51．4 ．2～昭和57．4．1生まれの者

9 月26日（日）皇　 宮　 護　 衛　 官

航空保 安 大学 校学 生 昭和舅．4．2以降生まれで、高卒・卒見及び同等の者

海上保安学校学生（特別） 昭和54．4．2以降生まれで、高卒又は平成11．9までに 4 月12日（月）－4月20日（火） 5 月23日（日）
卒見及び岡等の者 〔4月1日（木）〕

海 上 保 安 学 校 学 生 昭和51．4．2生まれで、高卒・卒見及び同等の者 8月16Ⅰ］（月）～8月30日（月）　〔6月23日（水）〕 9 月26日（日）

海 上保安 大学 校学 生
昭和51．4．2生まれで、高卒・卒見及び同等の者 8月26日（月）～9月7 日（火）

〔6月23日（水）〕

10月30日（土）

10月31日（日）
気 象 大 学 枚 学 生

⑳

⑳
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5月12日から18日まで

「民生委員・児童委員

活動強化週間」
民生委員児童委員協議会では、5

月12日を「民生委貞・児童委月の

日」と定め、また5月12日からの

一週間を「活動強化週間」として

民生委員・児童委員活動の充実・

強化の取り組みを行っています。

社会・経済情勢が大きく変化す

るとともに、少子高齢化が進展し

ている今日、社会福祉の需要も拡

大・多様化し、町民の福祉に対す

る期待も高まってきます。

住民のもっとも身近なところに

いる民生委員・児童委員は、生活

者の視点と住民の立場に立っ・た相

談・支援活動を展開し、広く住民

の福祉課題に取り組んでいます。

みなさんに、民生委員・児童委

員の役割や活動内容を理解してい

ただき、困りごとなどがありまし

たら、お気軽に地区の民生児童委

員に相談下さい。

地区の民生児童委員のわからな

い方は、町報こうふ平成10年12月

号をご覧になるか、役場福祉係（℡

75－3223）にお問い合わせ下さい。

呑⑳全国交通寄金運動
《5月11日～20日》

昨年、交通事故で亡くなった人

は9，211人。なかでも自動車乗車

中の死者が3，972人と最も多く、

仝死者数の4割以上を占めています。

そのうちシートベルトを着用し

ていなかった人はおよそ65％にの

ぼり、シートベルトをつけていれ

ば助かったと思われる事故が数多

く見受けられます。シートベルト

の必要性について、もう一度、考

えてみましょう。

シートベルトはあなたたちを守

る命綱です。「車に乗ったらシー

トベルト」を合い言葉に、前席、

後席にかかわらず、車に乗る人は

仝貞が必ず着用するように習慣づ

けることが大切です。

計量器（はかり）定期検査についてお知らせ
計量器を取引上又は証明上の計量に使用する官公庁、学校、医療機関

団体、会社、商工業者、農林漁業者等は、その計量器について、県知事
が行う定期検査を受けなければなりません。

この検査を受けないで取引上又は証明上の計量にはかりを使用すると
計量法違反として処罰されることがあります。（違反した場合の罰則は
50万円以下の罰金）

平成11年度特定計量器定期検査日程

検 査 日 検　　 査　　 場　　 所 所　　　 在　　　 地 検 査 時 刻

5 月20 日
（木 ）

江 府 町運 動公 園総 合 体育 館 江府 町洲 河 崎62 13：0 0～15：00

鉄

道

側

終

終

日

契

約

区

画

No．16

No．15
昼

間
No．3 5

No．13

No．12

フ

リ 毒

l 間
契

区 約

画 琶

No．11

No．10

No．33

No．8

No．7

No．6 終 日

No．5 フ リー

No．32 区 画

No．3 終 日

契 約

区 画

No．2

No．1

側

平
成
十
一
年
度
、
江
府
町
総
合

健
康
福
祉
セ
ン
タ
ー
（
診
療
所
・

保
健
セ
ン
タ
ー
）
　
建
設
の
た
め
、

駅
前
第
二
駐
車
場
（
駅
上
側
）
　
が

な
く
な
り
、
第
一
駐
車
場
　
（
駅
下

側
）
　
の
利
用
も
次
の
と
お
り
変
更

と
な
り
ま
す
。

終
日
契
約
二
十
五
区
画
、
夜
間

契
約
十
区
画
、
終
日
フ
リ
ー
区
画

三
区
画
、
合
計
三
十
八
区
画
で
、

夜
間
契
約
は
、
午
後
七
時
か
ら
翌

朝
七
時
ま
で
で
す
。
皆
さ
ん
に
自

由
に
利
用
い
た
だ
く
の
は
軋
3
2
～

軋
1
6
ま
で
で
、
そ
の
う
ち
N
。
7
～

恥
16
ま
で
は
、
朝
七
時
か
ら
夕
方

七
時
ま
で
で
す
。

夜
間
契
約
の
方
の
迷
惑
に
な
り

ま
す
の
で
、
こ
の
区
画
へ
の
夜
間

駐
車
は
絶
対
し
な
い
よ
う
お
願
い

し
ま
す
。

こ
の
変
更
は
、
六
月
一
日
か
ら

で
す
。

駅
前
駐
車
場
の
刺
閂
か

8
日
か
ら
変
更
に
な
り
ま
す
。

◎
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青
少
年
育
成
推
進
員
は
、
青
少

年
の
健
全
育
成
意
欲
を
地
域
社
会

に
く
ま
な
く
浸
透
さ
せ
、
あ
わ
せ

て
地
域
に
お
け
る
青
少
年
育
成
推

進
体
制
の
整
備
及
び
組
織
の
強
化

を
は
か
る
た
め
、
市
長
村
長
の
推

薦
に
よ
り
、
青
少
年
育
成
県
民
会

議
会
長
が
各
市
町
村
に
一
名
委
嘱

し
ま
す
。

四
月
一
日
の
委
嘱
発
令
を
受
け
、

地
域
の
青
少
年
の
相
談
指
導
、
関

係
機
関
と
の
調
整
、
非
行
防
止
等

に
あ
た
ら
れ
ま
す
。

井
上
さ
ん
は
、
こ
の
他
に
も
民

生
児
童
委
員
、
青
少
年
育
成
江
府

町
民
会
議
委
貞
な
ど
も
歴
任
、
ま

た
教
育
相
談
貞
と
し
て
毎
週
金
曜

日
教
育
委
員
会
二
階
で
児
童
・
生

徒
及
び
そ
の
保
護
者
の
方
の
相
談

に
応
じ
て
い
ま
す
。

『
健
や
か
に
、
伸
び
伸
び
と
、
た

く
ま
し
く
輝
け
子
ど
も
た
ち
、
認

め
、
受
け
止
め
、
見
守
ろ
う
大
人

た
ち
』
と
意
気
込
ん
で
お
ら
れ
ま

す
。

※
教
育
相
談
室
は
費
用
は
一
切
か

か
り
ま
せ
ん
。
直
接
で
も
お
電
話

で
も
け
っ
こ
う
で
す
。

匪腐個帽椚引乱読畠
サンキュー　サンキュー

℡。『盆X　守雷○忍◎雷◎
毎週金曜日　8：30～17：00

こまったこと、しんばいなこと、

いやだなと思うことがあったら、

なんでも相談にのります。

18名課程修了・明徳学園修了式

三
月
二
十
六
日
（
金
）
　
「
≡

日
輪
闇
で
、
明
徳
学
園
修

了
式
が
開
催
さ
れ
ま
し
た
。

平
成
十
年
度
は
、
普
通

科
五
十
一
名
、
高
等
科
三

十
八
名
、
研
究
科
四
十
四

名
の
方
が
単
位
を
取
得
。

普
通
科
十
四
名
、
高
等

科
二
名
の
方
が
課
程
を
修

了
さ
れ
ま
し
た
。

ま
た
、
永
年
勉
学
に
励

ま
れ
た
方
人
名
に
精
励
賞

が
理
事
長
か
ら
授
与
、
皆

勤
賞
が
七
名
の
方
に
贈
ら

れ
ま
し
た
。

を受け取▲代表して足立正男さんが精励宜

江
尾
小
学
校

貝
田
分
校
休
校

の
あ
知
ら
せ

平
成
十
一
年
四
月
か
ら
伝
統
あ

る
貝
田
分
校
が
休
校
と
な
り
ま
す
。

五
名
の
児
童
の
皆
さ
ん
は
、
本

校
に
通
う
こ
と
と
な
り
ま
す
が
、

児
童
の
皆
さ
ん
も
保
護
者
の
皆
さ

ん
に
も
喜
ん
で
い
た
だ
け
る
よ
う

学
校
、
教
育
委
員
会
と
も
努
力
を

致
し
た
い
と
思
い
ま
す
。

地
域
の
皆
さ
ん
の
貝
田
分
校
に

対
す
る
思
い
は
熱
く
、
後
の
利
用

に
つ
い
て
も
貝
田
集
落
の
文
化
セ

ン
タ
ー
的
役
割
を
持
た
せ
た
い
と

考
え
て
い
ま
す
。

⑮

「気軽に寄って下さい。」と井上さん（教育相談室で）

転 覆前　　　　 官市 御机

重 さ‘； ‾声 道
　 大 山方面

場

二； ∃

江美神社

上之段広場

エ

固囲≡葦三三．‾面画 画坂道百 三 です

三
月
二
十
九
日
　
（
月
）
　
に
町
内

の
小
・
中
学
生
を
対
象
と
し
た
社

会
見
学
講
座
が
開
催
さ
れ
ま
し
た
。

見
学
先
は
、
ク
リ
ー
ン
セ
ン
タ

ー
く
ぬ
ぎ
の
森
か
ら
米
子
水
鳥
公

園
、
B
S
S
山
陰
放
送
、
新
日
本

海
新
聞
社
を
見
学
。
当
日
は
、
小

学
校
一
年
生
か
ら
六
年
生
ま
で
三

十
九
名
の
参
加
が
あ
り
ま
し
た
。

ト
B
S
S
山
陰
放
送

ラ
ジ
オ
生
本
番
の
ス
タ
ジ
オ

▲
新
聞
が
出
来
る
ま
で

（
新
日
本
海
新
聞
社
で
）

Soumu
四角形
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生
　
　
涯

学
　
　
習

◎

▲ぴっかぴかの新入生のみなさん（江尾小学校）

「
　
生
涯
学
習
ま
ち
づ
く
り
の
推

進
○
各
分
館
に
対
し
『
集
落
選
択

講
座
』
を
設
け
各
集
落
の
活
性

化
を
図
る
。

○
衛
生
通
信
に
よ
る
公
開
講
座

を
開
設
す
る
。

二
、
同
和
教
育
の
振
興

O
「
た
く
ま
し
く
は
ば
た
く
力
」

育
成
事
業
－
同
和
地
区
の
社
会

教
育
の
振
興
を
図
る
た
め
に
、

集
会
所
を
拠
点
と
し
て
、
学
習

活
動
を
重
ね
、
社
会
的
立
場
を

深
め
る
取
り
組
み
を
地
域
ぐ
る

み
で
推
進
し
て
い
く
。

三
、
高
齢
者
教
育
の
振
興

○
高
齢
者
の
人
材
活
用
を
促
進

し
、
社
会
参
加
活
動
に
努
め
る
。

四
、
成
人
教
育
の
振
興

○
家
庭
や
地
域
社
会
の
教
育
力

を
高
め
、
親
子
教
室
　
（
じ
ゃ
り

ん
こ
ク
ラ
ブ
）
　
に
沿
い
乳
幼
児

の
健
全
な
成
長
の
場
づ
く
り
に

努
め
る
。

五
、
青
少
年
教
育
の
振
興

○
地
域
を
あ
げ
て
　
『
い
じ
め
』

の
解
消
に
取
り
組
む
た
め
、

『
江
府
町
い
じ
め
対
策
組
織
』
を

活
用
す
る
と
共
に
教
育
相
談
月

と
の
連
携
を
図
る
。

六
、
芸
術
文
化
の
振
興
と
文
化
財

保
護

○
文
化
振
興
協
議
会
を
設
置
し
、

江
府
町
の
文
化
事
業
に
つ
い
て

事
業
計
画
を
策
定
す
る
。

七
、
生
涯
ス
ポ
ー
ツ
の
振
興

○
自
主
的
な
ス
ポ
ー
ツ
サ
ー
ク

ル
の
育
成
を
図
る
。

○
軽
ス
ポ
ー
ツ
の
普
及
を
図
る
。

八
、
公
民
館
及
び
図
書
館
活
動
の

振
興

○
『
心
の
教
育
』
推
進
地
域
指

定
事
業
－
家
庭
・
地
域
・
学
校

が
一
体
と
な
り
、
大
人
と
子
供

が
一
緒
に
な
っ
て
地
域
活
動
を

行
う
モ
デ
ル
事
業
を
実
施
す
る

こ
と
に
よ
り
、
地
域
の
教
育
力

の
向
上
を
図
る
。

九
、
町
民
啓
発
活
動
の
推
進

○
教
育
広
報
を
町
報
と
合
併
し

よ
り
総
合
的
な
啓
発
を
行
う
。

◎

学
校
教
育
の
重
点
目
標

児
童
生
徒
が
生
涯
に
わ
た
っ
て

学
び
続
け
る
た
め
の
基
礎
を
養
う

と
い
う
観
点
に
立
ち
、
児
童
生
徒

一
人
ひ
と
り
の
個
性
を
伸
ば
し
、

『
自
ら
学
び
自
ら
考
え
る
力
』
　
の

育
成
を
図
る
と
共
に
心
豊
か
で
た

く
ま
し
い
人
間
づ
く
り
を
め
ざ
す
。

ま
た
、
お
互
い
の
人
権
を
大
切

に
し
、
い
じ
め
の
な
い
明
る
く
楽

し
い
学
校
づ
く
り
を
図
る
。

○
江
府
町
明
る
い
家
庭
づ
く
り

の
し
お
り
の
徹
底
を
家
庭
・
地

域
と
連
携
し
推
進
す
る
。

○
パ
ソ
コ
ン
を
導
入
し
、
各
教

科
に
対
し
て
更
に
意
欲
関
心
を

持
た
せ
る
。

〇
一
人
ひ
と
り
の
児
童
・
生
徒

の
学
力
向
上
の
た
め
町
講
師
の

配
置
。
（
小
学
校
二
校
、
中
学

校
）

○
地
域
に
学
ぶ
　
『
ワ
ク
ワ
ク
と

っ
と
り
』
推
進
事
業

保
護
者
や
地
域
社
会
の
協
力

を
得
て
、
事
業
所
、
福
祉
施
設

等
で
、
授
業
日
の
連
続
す
る
五

日
間
の
体
験
活
動
を
行
う
。

小学校・中学校入学生数

江尾小………25人

米沢小………11人

明倫小………5人

俣野小………5人

江府中1……‥40人

Soumu
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（
小
説
）

◎
エ
ン
ド
レ
ス
・
ピ
ー
ク

（
上
・
下
）
　
森
村

ア

ケ

モ

　

ヨ

ウ

◎
朱
紋
様
　
　
　
　
皆
川

◎
家
族
　
　
　
　
　
南
木

◎
怪
談
　
　
　
　
　
阿
刀
田

◎
ゴ
ー
ル
ド
ラ
ッ
シ
ュ

誠
一

博
子

佳
子高

◎
日
蝕

◎
バ
ー
ス
デ
イ

◎
死
国

◎
あ
き
ま
へ
ん
で
！

◎
風
の
部
屋

◎
失
踪
者

柳
　
　
美
里

平
野
啓
一
郎

鈴
木
　
光
司

坂
東
眞
砂
子

大
石
　
　
静

藤
堂
志
津
子

折

原

　

一

◎
本
当
は
恐
ろ
し
い
グ
リ
ム
童
話

桐
生
　
　
操

◎
妖
怪

◎
花
散
る
頃
の
殺
人

◎
レ
ク
イ
エ
ム

◎
ル
ー
ア
ン
の
丘

◎
は
ち
ま
ん

◎
幽
霊
暗
殺
者

◎
青
雲
士
魂
録

◎
菊
五
郎
の
女

◎
レ
シ
ー
ト

◎
殺
さ
れ
た
道
案
内

◎
石
狩
川
　
殺
人
事
件

（
エ
ッ
セ
イ
）

平
岩
　
弓
枝

乃
南

篠
田

遠
藤

内
田

赤
川

津
本

南
原

山
田

佐
藤

ア
サ

節
子

周
作

康
夫

次
郎陽

幹
雄

邦
子

雅
美

西
村
京
太
郎

◎
あ
な
た
と
出
違
う
た
め
だ
け
に

岡
山
県
新
見
市

（
エ
ッ
セ
イ
）

◎
私
た
ち
は
大
人
少
女村

岡
　
清
子

◎
世
紀
末
思
い
出
し
笑
い

林
　
真
理
子

◎
女
は
三
角
男
は
四
角内

館
　
牧
子

◎
北
朝
鮮
に
消
え
た
友
と
私
の
物
語

萩
原
　
　
遼

◎
重
さ
ん
の
い
る
教
主中

垣
　
清
人

（
そ
の
他
）

◎
松
本
坊
主
　
　
　
松
本
　
人
志

◎
ビ
ス
ト
ロ
ス
マ
ッ
プ
美
味
し
い

◎
Y
E
S
・
N
O
～
小
田
和
正
ヒ

ス
ト
リ
ー
　
　
　
小
貫
　
信
昭

◎
定
年
後
　
　
　
　
岩
波
書
店

◎
節
約
生
活
の
ス
ス
メ山

崎
え
り
子

◎
と
ん
で
も
な
い
母
親
と
情
け
な
い

男
の
国
日
本
　
　
マ
ー
ク
ス
寿
子

◎
法
華
経
を
生
き
る
　
石
原
慎
太
郎

◎
育
て
た
よ
う
に
子
は
育
つ

相
田
み
つ
を

◎
僕
の
高
校
中
退
マ
ニ
ュ
ア
ル

稲
泉
　
　
連

◎
介
護
保
険
と
協
同
組
合
福
祉

ア
リ
ツ
カ

蟻
塚
　
昌
克

◎
勇
気
が
で
て
く
る
人
権
学
習

白
井
　
俊
一

◎
部
落
史
が
わ
か
る
　
渡
辺
　
俊
雄

争
－
新
着
ビ
デ
オ
、
■

◎
ま
ん
が
日
本
昔
ば
な
し
第
1
1

む
か
で
の
使
い
・
睾
ほ
り
長
者

だ
ん
だ
ら
ば
っ
ち
‥
つ
ば
す
て
山

◎
ま
ん
が
日
本
青
ば
な
し
第
1
2

ハ
チ
ロ
ウ
ガ
タ
サ
ル
オ
ン
ガ
エ

八
郎
潟
の
八
郎
・
猿
の
恩
返
し

屁
ひ
り
女
房
・
旅
人
馬

◎
ま
ん
が
日
本
青
ば
な
し
第
1

3

大
歳
の
火
・
あ
と
か
く
し
の
雪

取
動
作
の
彪
・
塩
ふ
き
う
す

◎
ま
ん
が
日
本
昔
ば
な
し
第
1
4

雪
女
・
ソ
ラ
豆
の
黒
い
す
じ

岩
屋
の
娘
・
か
し
き
長
者

◎
ま
ん
が
日
本
青
ば
な
し
第
1
5

小
太
郎
と
母
龍
・
ね
ず
み
の
嫁

オ
オ
カ
ミ
と
娘
・
タ
ヌ
キ
と
彦
市

◎
ド
ラ
え
も
ん
の
び
太
の
大
魔
境

◎
ド
ラ
え
も
ん
の
び
太
の
海
底
鬼

岩
城

◎
ド
ラ
ミ
ち
ゃ
ん
ア
ラ
ラ
少
年
山

賊
田

◎
ゲ
ゲ
ゲ
の
鬼
太
郎

◎
金
田
一
少
年
の
事
件
簿

・
生
涯
学
習
－

（
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
）

生
涯
学
習
は
、
“
い
つ
で
も
”

“
ど
こ
で
も
”
“
だ
れ
で
も
”
を

基
本
理
念
と
し
て
い
ま
す
。
現
在

学
習
の
た
め
の
情
報
収
集
は
、
個

人
・
個
人
が
独
自
に
色
々
な
所
か

ら
情
報
を
得
て
い
る
と
思
い
ま
す
。

江
府
町
で
は
、
五
月
か
ら
図
書

館
で
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
が
利
用
で

き
る
よ
う
に
な
り
ま
す
。
こ
れ
か

ら
は
、
図
書
館
に
い
け
ば
各
市
町

村
の
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
も
み
る
事
が

で
き
ま
す
し
、
世
界
各
地
の
情
報

も
一
瞬
の
内
に
図
書
館
で
検
索
す

る
こ
と
が
可
能
に
な
り
ま
す
。

利
用
方
法
等
に
つ
い
て
は
、
各

家
庭
に
配
布
す
る
チ
ラ
シ
を
ご
ら

ん
下
さ
い
。

図
書
返
却
ポ
ス
ト

江
府
町
立
図
書
館
で
は
、
住

の
皆
様
か
ら
要
望
の
あ
っ
た
夜

の
図
書
返
却
に
つ
い
て
、
図
書

玄
関
前
に
図
書
返
却
ポ
ス
ト
を

置
致
し
ま
し
た
の
で
、
い
つ
で

図
書
の
返
却
が
可
能
に
な
り
ま

た
。
ど
う
ぞ
ご

下
さ
い
。

⑳
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平成10年度末教職員人事異動

転　　 出　　 の　　 部 転　　 入　　 の　　 部

現任校 氏　　 名 転出先 新任校 氏　　 名 前任校

江府中 梶田　 清則　 校長 湊山中 江府中 囲山　 湧一　 校長 東山中

太田垣　 哲　 教頭 湖南中 船越　 寛明　 教頭 日野中

松岡　 洋司　 先生 加茂中 山本　　 泰　 先生 日南中

仁科　 智也　 ク 義方小 北野　 洋子　 ク 成美小

尾形　 幸代　 ク 福生中 松上　 知子　 ク 溝口小

川角　　 博　 ク 皆生養護 岡崎　 美紀　 ク 学　 卒

石田　 禎 ク

池田 志摩　 〃

赤碕中 遠藤　 正裕　 ク ク

江尾小 高橋　 長年　 教頭 大宮小 江尾小 上原美千代　 教頭 江尾小

上原　 美千代先生 江尾小 藤原　 由依子先生 名和小

福田 奈々恵 ク

桑原 知也 ク

福生東小 山根　 佐織　 ク 淀江小

米沢小 竹崎　 吾朗　 ク 日光小 米沢小 仲田　 信一　 先生 石見東小

清水 琢也 ク

斉木 ひとみ ク

菅生養護

退 職

恩田　 昌子　 ク 多里小

俣野小 道下　 隆秀　 教頭 阿見縁小 俣野小 福田　　 学　 教頭 俣野小

福 田　　 学　 先生 俣野小 藍田　 一芳　 先生 根雨小

中尾　　 真　 〃 加茂小 徳岡　 憤哉　 ク 岸本小

石田　 さとみ ク 市米養 加納　 由美子 ク 成器小

竹村　 紀子　 ク 退　 職 山本　 裕美　 ク 日南中

米積　 百合子 ク 大宮小 景山　 信子　 ク 江尾小

明倫小 冨田　 夏美　 先生 箕蚊屋小

教室・講座の

お問い合せ先
公民館　75－3211

●名　称
第17回国民文化祭・とっとり2002

■テーマ
ふるさと　ふれあい　夢づくり

■会　期

■開催事業
①総合フェスティバル（3事業）

②シンポジウム（3事業）

③分野別フェスティバル（継続事業：10事業）

平成14年（2002）年10月12日（土）～10月21日（月）10日間　　④分野別フェスティバルく独自事業‥23事業）

※会場は、平成11年度中に決定されます。

響くコ蜃垂直つく麿麺蜃彊：＞く：蓑蜃垂套つのあらまし入
・
お
問
い
合
せ
先

町
総
合
体
育
館

T
E
L
　
七
五
－
三
二
二
九
ま
で

区

分
対 象 とな る 団 体

掛 金

（1人年額）

倍　　　 等　　　 保　　　 険 賠償

㈱

雷

償

任保険

限度掛 共済見舞金死　 亡 後 遺 障 害 入　 院
ーR　t■l

通　 院
＝　 －r

A
…慧 ；；督ラ転 義　（冶i相生以上）

450円 2，（耕）万円 3，00 0万円 4，00 0万円 1，弧）万円 身体

1 人

1事
（免費

財物

（免責

故

50

賠償

1億円

5億円

1，（伽円）
賠償

0万円

1，（知）円）

突然死およ

び日射病、

熱射病によ

る死亡

140万円

B 老人クラブ団体　（60歳以上） 800円 勤0万円 750万円 1β00 万円 1，（粗）万円

C 成人のスポーツ　（高校生以上） 1，400円 2，（朕）万円 3，（削万円 4，（削万円 1，500 万円

D 山岳登はん等を行う団体 9，000円 500万円 750万円 1，800 万円 1，000 万円

轟

甘

藍

琴
◎

匿
金
岡

◎

Soumu
四角形

Soumu
四角形



人や動き盟◎お誕生おめでとう

（住所）（氏　名≧くみ（性別）（保護者）
杉　谷　片山　　巧　男　　英史

◎ご結婚を祝します

諾亜霊芝）羞荒市から

芸志霊宝）霊諾ら

苦言竺慧妄）宝雷県松江市から
◎ごめい福を祈ります

（住所）（氏
柿　原　加藤

洲河崎　影山

宮　市　長岡

洲河崎　浦部

下蚊屋　仲田

宮　市　長岡

名）（年齢）
富子　87歳

照　88歳

富枝　79歳

勲　59歳

槌治　93歳

輝雄　79歳

老人保健の過円は…。

◎

老人保健で医療を
受けるみなさんへ

和歳以上（一定の障害がある場合は65歳）

の方は、「老人保健」で医療を受けること

になります。

これは、国民健康保険・職場の健康保険・

共済組合などの加入者やその被扶養者すべ

てに適用されます。

こんなときは必ず届出を／
こんなときには届け出を 届け出に必要なもの

70歳になったとき 保険証

一定の障害（「寝たきり」 国民年金証書 ・身体障害
など）のある方が65歳に 者手帳 ・医師の診断書の
なった とき、または65
歳を過ぎて一定の障害の
ある状態になったとき

いずれかの書類、保険証

他の市区町村へ
転出するとき

健康手帳 ・医療受給書証

他の市区町村から
転出するとき

保険証

同じ市区町村の区域内で 健康手帳 ・医療受給者証、
住所が変わったとき 保険証

加入している医療保険が 健康手帳 ■医療受給者証、
変わったとき 新しい保険証

生活保護を受けるように
なったU 、医療保険の資
格を失ったとき

健康手帳 ・医療受給者証、
保険証

死亡 したとき
死亡した人の健康手帳 ・
医療受給考証

億
『
読
め
懇
愈
詞
脅
』
⑳

健
康
通

特に忘れている

ことの多い届出

事項です。

うっかりして

いませんか。

老人保健　今月の医療費（2月診療分）

対象者数 （人） 総医療費（10割）（円） 一人当た り医療費 （円）

国　 保 5 2 1 2 7 ，9 2 7 ，17 2 5 3 ，6 0 3

社　 保 3 9 7 2 0 ，18 3 ，6 3 2 5 0 ，8 4 0

計 9 18 4 8 ，1 1 0 ，8 0 4 5 2 ，4 0 8

こ
の
時
期
は
、
「
う
ら
ら
か

な
春
。
芽
吹
き
。
暖
か
い
季

節
。
」
だ
れ
も
が
そ
う
感
じ
て

い
る
こ
と
で
し
ょ
う
。
し
か
し
、

花
粉
症
患
者
だ
け
は
こ
の
か
ぎ

り
で
は
あ
り
ま
せ
ん
。
風
の
強

い
日
、
杉
か
ら
放
た
れ
る
花
粉

を
見
る
と
寒
気
さ
え
し
ま
す
▼

思
い
起
こ
せ
ば
十
五
年
前
。
あ

る
日
突
然
発
病
。
当
時
、
花
粉

症
な
ど
ま
だ
聞
き
慣
れ
な
い
病

気
で
し
た
。
風
邪
で
も
な
い
の

に
湧
き
流
れ
落
ち
る
さ
ら
さ
ら

と
し
た
鼻
水
が
、
と
て
も
不
思

議
で
し
た
▼
と
こ
ろ
が
、
年
々

症
状
が
悪
化
。
今
で
は
、
目
や

鼻
を
か
き
む
し
り
た
く
な
る
ほ

ど
か
ゆ
く
な
り
ま
す
。
外
に
出

か
け
る
と
き
は
、
必
ず
目
薬
と

鼻
水
吸
収
用
良
質
綿
タ
オ
ル
持

参
。
し
か
し
、
そ
ん
な
我
慢
も

あ
と
少
し
。
こ
の
病
気
、
時
期

が
く
れ
ば
必
ず
治
る
こ
と
。
そ

れ
が
救
い
で
す
。

▼
さ
て
、
今
ま
で
別
々
に
発
行

し
て
い
ま
し
た
町
報
こ
う
ふ
と

教
育
広
報
が
、
三
年
ぶ
り
に
今

月
か
ら
ま
た
ま
た
合
併
す
る
こ

と
に
な
り
ま
し
た
。
こ
れ
か
ら

も
、
ご
意
見
・
情
報
な
ど
あ
り

ま
し
た
ら
、
役
場
・
教
育
委
貞

会
へ
ド
シ
ド
シ
お
寄
せ
下
さ
い
。
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釣りハカ日誌の浜ちゃんlZあこぼれています。

江府町民体育館勤務

山口　責正　さん（不一・22歳）
●仕事について教えてください。

スポーツ少年団の世話や運動公園の管理か主な仕事です。

●趣味を教えてください。

魚釣り・茸とり・テレビゲームで、屋外・屋内バランス良く遊

んでいます。特に好きなのは、渓流釣りで、週1回は出かけま

す。今までで一番の釣果は、33cmのイフナです。今年は、ぜひ

40cmの大物を釣ってみたいです。

●特技を教えてください。

剣道2段です。小学校から高校まで続けました。現在は、剣道

教室で、小学生に過1回指導しています。

斗●これからどんなことに挑戦してみたいですか0インターネ、ソトで、釣り情報をメール交換したいです。夢です

■　が、オーストラリアで、カジキマグロを釣ってみたいです。

●理想の女性を教えてください。

家庭的な大和なでしこタイプで、黒い髪の長い人です。芸能人

でいえば、江角マキコ・遊佐未森さんです。

●江府町にのぞむことは。

山や川を手つかずの自然のまま残してほしいです。あとみなさ

んもどんどんスポーツ行事に参加してください。

J

春の隈苦しを
いっぱいlZ浴びて…。

／　「　、　rT‾▼‾‾‾‾‾‾‾‾‾‾「「【T一「T　　」い・’‘ト㌧崎＼

、：

▲半年ぶりの土の感触
とても暖かです

ノ　ーJ J
ノ

▲ピカピカの一年生
元気よく行進

世帯数1，223世帯（＋2）　人口4，255人（－12）　　男2，004人（－6）　女乙251人（－6）（）は前月比　3月末

犀垂発行／江府町役場　詔‰器翳照深常澄翳5編集／絵務課印刷／冨士印刷（有）
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